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記
　
　
事

　
　
　
　
3
晶

「
板
倉
卓
造
・
西
本
辰
之
助
爾
先
生

　
　
　
謝
恩
記
念
論
文
集
」
献
呈
の
會

　
四
月
五
日
（
一
九
五
六
年
）
、
午
後
五
時
か
ら
慶
雁
義
塾
大
學
名
響
教
授
板

倉
・
西
本
爾
先
生
を
迎
え
て
、
「
法
學
研
究
、
板
倉
卓
造
・
西
本
辰
之
助
爾
先

生
謝
恩
記
念
論
文
集
」
を
爾
先
生
に
献
呈
す
る
の
會
が
、
銀
座
の
交
諭
肚
で
開

催
さ
れ
た
。
當
夜
の
出
席
者
は
現
怯
學
部
教
職
員
の
約
三
分
の
二
の
五
十
名
で

あ
つ
た
。主

　
　
賓

板
倉
卓
邉
先
生

西
本
辰
之
助
先
生

出
席
者

及
川
恒
忠
、
小
池
隆
一
、
潮
田
江
次
、
永
澤
邦
男
、
前
原
光
雄
、
津
田
利
治
、

今
泉
孝
太
郎
、
英
修
道
、
伊
藤
政
寛
、
米
山
桂
三
、
峯
村
光
郎
、
手
塚
豊
、

藤
原
守
胤
、
中
村
菊
男
、
内
山
正
熊
、
伊
東
乾
、
田
中
實
、
石
川
忠
雄
、
河

ロ
眞
一
、
石
丸
重
治
、
河
村
知
男
、
瀬
下
良
夫
、
淺
野
均
一
、
高
鳥
正
夫
、

生
田
正
輝
、
石
井
良
博
、
田
ロ
精
一
、
金
子
芳
雄
、
大
出
正
武
、
宮
崎
俊
有
、

　
　
　
記
　
　
事

中
村
況
、
中
谷
瑳
子
、
多
田
眞
鋤
、
山
崎
照
雄
、
三
澤
進
、
瀬
尾
磐
室
、
人

見
康
子
、
三
浦
叉
治
郎
、
森
田
魁
夫
、
安
原
基
輔
、
笹
島
恒
輔
、
關
ロ
謙
司
、

川
口
實
、
宮
澤
浩
一
、
賀
川
俊
彦
、
石
川
明
、
向
井
健
、
十
時
嚴
周
、
奈
良

和
重
（
以
上
法
學
部
關
係
者
）
、
中
村
悪
（
「
法
學
硯
究
」
編
集
）

會
の
進
行
は
中
村
菊
男
教
授
捲
當
の
下
に
進
め
ら
れ
、
同
教
授
の
開
會
の
鵬

に
つ
い
で
、
法
學
部
長
前
原
光
雄
教
授
の
謝
謙
を
兼
ね
て
の
記
念
論
文
集
献
呈

の
挨
拶
が
あ
つ
た
。

　
「
記
念
論
文
集
に
執
筆
の
十
七
名
の
教
授
・
助
教
授
は
、
い
ず
れ
も
板
倉
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
き

西
本
爾
先
生
に
親
し
く
薫
陶
を
仰
い
だ
直
弟
子
か
或
は
そ
の
直
系
の
孫
弟
子

　
で
、
い
ず
れ
も
爾
先
生
の
學
風
の
も
と
に
砺
究
勉
學
を
つ
づ
け
て
今
日
を
爲

　
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
病
氣
療
養
な
ど
の
た
め
に
、
全
教
授
執
筆
の
論
文

集
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
が
、
こ
の
四
百
六
十
頁
を
越
え
る
記
念
論

　
交
集
の
中
に
、
爾
先
生
の
指
導
誘
披
を
仰
い
だ
人
々
が
各
自
專
門
の
分
野
で

　
眞
創
に
研
究
を
つ
づ
け
て
い
る
眞
摯
な
姿
を
く
み
取
つ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

　
と
思
い
ま
す
。

　
　
爾
先
生
は
い
ず
れ
も
古
稀
を
越
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
來
な
れ
ば
、
今

　
日
ま
で
に
邊
暦
帆
賀
の
論
文
集
と
古
稀
帆
賀
の
論
文
集
と
、
併
せ
て
四
冊
の

　
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
て
よ
い
わ
け
で
、
こ
と
に
板
倉
先
生
は
昨
年
喜
壽
を
迎

　
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
も
う
一
つ
の
祀
賀
論
文
集
を
加
え

　
る
な
ら
ば
既
に
五
珊
の
論
文
集
を
献
呈
申
上
げ
て
お
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
今

　
日
に
至
つ
て
よ
う
や
く
一
懸
の
論
文
集
を
ま
と
め
る
こ
と
の
出
來
た
と
い
う

　
の
は
、
日
頃
爾
先
生
の
學
恩
の
下
に
育
つ
て
ま
い
つ
た
弟
子
の
わ
れ
わ
れ
と

　
し
て
、
瀬
惰
は
な
は
だ
お
恥
し
い
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
　
（
六
二
七
）
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爾
先
生
に
は
年
來
釜
々
お
元
氣
で
、
現
に
母
校
の
名
讐
教
授
で
あ
り
、
局

時
に
學
嚢
顧
問
を
兼
ね
、
或
は
操
鱗
界
の
重
鎭
と
し
て
、
或
は
大
學
の
學
長

と
し
て
、
爾
先
生
と
も
ど
も
第
一
線
に
饗
鍵
と
し
て
御
活
躍
で
あ
り
ま
す
。

爾
先
生
薫
陶
の
下
に
成
長
を
つ
づ
け
て
ま
い
つ
た
わ
が
法
學
部
の
今
日
の
隆

盛
を
喜
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
一
同
微
意

を
釜
し
て
ま
と
め
ま
し
た
こ
の
論
文
集
を
i
爾
先
生
を
生
み
の
親
、
育
て

の
親
と
す
る
こ
の
學
部
機
關
誌
『
法
學
研
究
』
の
記
念
號
の
形
で
捧
げ
る
こ

と
の
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
必
ず
や
爾
先
生
に
お
か
れ
て
は
、
他
の
何
人
よ

り
も
多
く
の
思
い
出
と
喜
び
を
も
つ
て
お
受
け
下
さ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
記
念
論
文
集
に
添
え
て
、
法
學
部
同
人
相
寄
つ
て
年
來
謝
意
の
一
端
を

表
し
た
く
爾
先
生
に
初
根
布
團
を
お
贈
り
申
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
爾
先
生

の
今
後
ま
す
ま
す
御
健
勝
に
過
ご
さ
れ
る
よ
う
に
、
御
休
息
の
一
層
安
ら
か

な
ら
ん
こ
と
を
衷
心
所
つ
て
お
り
ま
す
弟
子
遽
の
微
衷
と
し
て
御
受
網
下
さ

る
よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
」

法
學
部
長
か
ら
、
板
倉
・
西
本
爾
先
生
に
、
記
念
論
文
集
特
製
本
並
び
に
目
録

が
贈
呈
さ
れ
た
。
こ
れ
に
こ
た
え
て
板
倉
先
生
が
挨
拶
の
た
め
に
起
た
れ
た
。

　
「
今
夕
は
私
に
と
つ
て
は
長
い
一
生
で
初
め
て
の
方
ま
で
加
つ
て
の
盛
大
な

會
で
有
難
い
幸
せ
で
あ
り
ま
す
。
私
は
名
饗
あ
る
慶
慰
義
塾
の
教
職
に
あ
る

　
こ
と
四
十
五
年
で
終
識
後
そ
の
職
を
去
り
ま
し
た
。
顧
み
て
塾
の
教
職
生
活

　
が
一
番
幸
編
で
あ
つ
た
と
思
う
。
不
李
不
浦
な
く
、
不
安
な
く
、
物
質
的
に

　
・
も
不
自
由
が
な
か
つ
た
。
元
來
月
給
な
ど
に
は
無
關
心
な
の
で
す
が
、
塾
を

　
出
て
教
職
に
つ
い
た
そ
の
時
か
ら
、
自
分
が
一
番
澤
山
も
ら
つ
て
い
る
と
い

　
う
自
信
も
持
つ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
風
で
自
分
自
身
で
は
不
李
不
満
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
ム
）
　
　
　
　
　
へ
山
ハ
ニ
八
）

か
っ
た
が
、
生
來
の
我
儘
者
で
随
分
迷
惑
は
か
け
た
に
相
遽
な
い
。

　
私
は
日
清
戦
雫
の
と
き
塾
の
普
通
部
に
い
た
。
そ
れ
が
ら
ず
つ
と
塾
の
世

話
に
な
つ
て
い
る
の
だ
か
ら
長
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
日
私
は
時
事
新
報

に
關
係
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
塾
の
お
蔭
だ
。
塾
恩
洪
大
、
私
こ
そ
塾
に
封

し
て
謝
恩
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
と
常
々
考
え
て
い
る
。
私
を
更
に
一
暦
毒
蓮
な

ら
し
め
た
も
の
は
後
縫
者
で
あ
つ
た
。
私
は
生
來
の
怠
け
者
だ
が
、
後
纏
者

に
は
な
は
だ
惑
ま
れ
、
國
際
法
で
は
前
原
光
雄
教
授
、
政
治
學
で
は
島
田
久

吉
教
授
と
、
當
代
得
が
た
き
一
流
者
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
私
は
年
を
と
つ
て
長
き
は
釜
々
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
年
寄
つ
て
老
い

込
む
こ
と
は
望
ま
な
い
。
た
だ
、
年
一
を
と
つ
た
と
い
う
自
覧
と
と
も
に
、
・
も

つ
と
勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
つ
た
と
泌
々
思
う
こ
と
が
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
、

コ
リ
ソ
ズ
の
哲
學
者
ダ
イ
オ
ジ
呂
二
！
ズ
が
ア
レ
キ
サ
ソ
ダ
i
大
王
に
會
つ

た
と
ぎ
の
こ
と
、
大
王
は
、
ダ
イ
オ
ジ
f
一
！
ズ
に
む
か
つ
て
『
君
は
朗
に

年
老
い
た
か
ら
學
問
を
す
て
て
休
息
し
て
は
ど
う
か
』
と
す
す
め
た
。
ダ
イ

オ
ジ
ラ
一
ー
ズ
は
直
ち
に
答
え
て
、
『
そ
う
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
學
校
で
レ
ー

ス
を
す
る
と
き
、
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
い
る
の
に
、
走
る
を
已
め
よ
と
い
う
の

か
。
私
は
一
暦
遽
力
を
早
め
て
走
ろ
う
と
思
う
。
』
私
自
身
、
ダ
イ
オ
ジ
ラ
一

ー
ズ
に
比
す
べ
く
も
な
く
不
勉
強
だ
が
、
そ
ろ
り
そ
ろ
り
ゴ
；
ル
に
向
つ
て

い
る
。
塾
の
學
會
に
何
等
か
質
献
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
た
い
と
常
々
心
懸
け

て
は
い
る
の
で
あ
る
が
、
ま
こ
と
に
牛
歩
逞
々
、
日
暮
れ
て
道
遠
し
の
感
が

深
い
。

　
今
夕
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
の
『
法
學
研
究
記
念
論
丈
集
』
は
一
生
の
モ
昌

ユ
メ
ソ
ト
と
し
て
私
の
書
齋
に
費
藏
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
死
後
私
は
何
露

へ
行
く
か
、
恐
ら
く
地
獄
へ
行
く
で
あ
ろ
う
が
、
閻
魔
大
王
に
む
か
つ
て
、



私
の
暗
生
悔
ゆ
る
こ
と
の
み
多
い
が
隊
こ
の
記
念
論
文
集
だ
け
は
私
の
誇
り

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
自
慢
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
私
は
今
日
ま
で
塾

の
お
蔭
で
は
な
は
だ
幸
編
で
あ
つ
た
。
今
後
も
ま
た
、
諸
君
の
勢
作
に
な
る

こ
の
立
派
な
論
文
集
の
お
蔭
で
幸
編
で
あ
ろ
う
と
信
ず
る
。
」

亥
い
で
西
本
名
春
教
授
の
謝
辞
が
あ
つ
た
。

「
私
共
の
た
め
に
扶
學
研
究
特
別
號
を
編
集
し
て
頂
い
て
ま
こ
と
に
有
難

い
。
　
法
學
研
究
ば
本
年
で
創
刊
以
來
三
十
五
年
目
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
れ
は
識
前
と
職
後
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
創
刊
の
當
時
、
こ
の
雑
誌

の
護
行
を
熱
心
に
主
張
し
た
人
は
こ
こ
に
い
ら
れ
る
小
池
君
と
、
今
は
故
人

の
峯
岸
君
と
が
熱
心
で
あ
つ
た
。
當
時
、
小
池
君
は
助
手
、
峯
岸
君
は
三
年

（
奮
制
大
學
）
で
あ
つ
た
。
そ
の
當
時
饒
に
、
中
央
大
學
に
『
法
學
新
報
』
、

法
政
大
學
に
『
法
學
志
林
』
、
東
大
に
『
法
學
協
會
難
誌
』
、
京
大
に
『
法
學

論
叢
』
等
が
あ
つ
て
、
慶
感
に
も
何
か
學
部
の
機
關
難
誌
が
あ
つ
て
も
よ
か

ろ
う
と
い
う
の
で
あ
つ
た
。

　
そ
れ
ま
で
の
慶
感
で
は
研
究
護
表
は
專
ら
『
三
田
學
曾
薙
誌
』
一
本
で
あ

つ
た
。
だ
か
ら
表
紙
に
も
、
経
濟
・
政
治
・
法
律
と
サ
ブ
一
タ
イ
｝
ル
が
つ

い
て
い
た
。
自
己
の
學
説
を
稜
表
す
る
専
門
難
誌
が
新
し
く
襲
刊
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
ま
こ
と
に
結
構
な
こ
と
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
で
大
い

に
養
成
し
な
が
ら
、
他
方
甚
だ
氣
分
の
進
ま
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
。
こ
れ
は

私
の
私
情
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
熱
心
な
主
張
者
の
一
入
で
あ
る
小
池

君
は
ま
だ
助
手
で
あ
つ
た
し
、
政
治
科
は
別
と
し
て
法
律
科
で
は
一
豊
誰
が

轡
く
か
。
專
任
教
授
で
あ
る
紳
戸
（
寅
次
郎
）
君
と
私
が
專
ら
矢
面
に
立
た

　
　
　
記
　
　
　
事

ね
ば
な
ら
な
い
。
他
に
西
村
（
富
三
郎
）
君
が
い
た
が
、
學
校
行
政
な
ど
多

忙
な
事
情
が
あ
つ
て
、
結
局
は
二
人
で
書
く
こ
と
と
な
つ
て
相
當
苦
し
い
で

あ
ろ
う
と
想
嫁
さ
れ
た
。

　
私
は
留
學
か
ら
蹄
つ
て
（
大
正
二
年
五
月
）
早
速
商
法
纏
論
を
書
い
た
。

こ
れ
は
當
時
塾
監
局
に
出
來
た
出
版
局
か
ら
襲
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

そ
の
頃
の
塾
は
今
の
理
事
制
で
な
く
幹
事
制
で
あ
つ
た
が
、
當
時
幹
事
の
石

田
（
新
太
郎
）
君
の
度
々
の
催
促
の
結
果
や
つ
と
出
來
上
つ
た
も
の
で
あ
つ

た
。
露
朝
早
々
の
私
は
講
義
の
ノ
ー
ト
す
ら
出
來
て
い
な
く
で
、
石
田
さ
ん

の
彊
硬
な
催
促
を
受
け
る
の
が
つ
ら
さ
に
、
學
校
を
休
ん
だ
こ
と
庵
あ
つ
た
。

石
田
さ
ん
は
誰
か
ら
聞
き
傳
え
た
か
、
籐
り
彊
く
催
促
す
る
と
西
本
君
は
學

校
を
休
む
と
い
う
こ
と
だ
と
、
こ
ぼ
し
て
い
た
な
ど
と
後
に
な
つ
て
聞
か
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
風
だ
か
ら
法
學
部
の
墓
門
難
誌
を
持
つ
こ

と
は
良
い
が
、
そ
の
執
筆
が
心
配
で
あ
つ
た
。

　
そ
の
う
ち
、
三
田
學
會
難
誌
の
方
は
脛
濟
學
部
機
關
雑
誌
と
名
乗
る
こ
と

と
な
つ
た
。
當
時
の
法
學
部
の
學
生
は
三
百
人
に
足
り
な
い
数
で
あ
つ
酒

が
、
こ
れ
を
相
手
に
學
部
の
難
誌
を
出
す
と
す
る
と
、
塾
内
部
の
先
生
た
ち

に
も
少
し
は
買
つ
て
も
ら
わ
ね
ば
脛
濟
的
に
成
立
困
難
と
思
わ
れ
た
。
或
る

日
、
教
員
室
で
私
が
そ
ば
に
い
る
の
を
知
つ
て
か
知
ら
ず
か
、
他
學
部
の
教

授
が
、
『
法
學
部
で
雄
誌
を
出
す
そ
う
だ
が
、
一
…
ヵ
月
も
す
れ
ば
ど
う
せ

ツ
ブ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
援
助
も
へ
つ
た
く
れ
も
な
か
ろ
う
』
と
膣
高
に
話

し
て
い
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
、
私
は
石
に
噛
り
つ
い
て
も
雑
誌
を
つ
づ
け
よ

う
と
決
心
し
た
。
『
法
學
研
究
』
の
編
集
事
務
は
及
川
さ
ん
と
私
が
や
つ
た
。

創
刊
號
は
立
汲
に
出
來
上
り
、
二
號
三
號
も
樂
に
出
來
た
。
し
か
し
書
く
人

が
少
い
の
で
段
々
苦
し
く
な
つ
た
。
原
稿
の
書
け
な
い
二
三
日
の
苦
痛
は
絡
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記
、
　
　
事

別
で
、
そ
れ
だ
け
に
書
き
上
つ
た
日
の
晩
酌
は
一
段
と
味
が
う
ま
い
と
い
う

わ
け
で
す
。
刊
行
を
績
け
る
た
め
に
は
、
時
に
は
自
分
の
原
稿
で
雑
誌
の
大

牛
を
埋
め
た
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
何
も
、
私
が
蜀
占
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
雄
誌
を
績
け
て
出
し
た
い
一
心
で
あ
つ
た
。

　
及
川
君
と
一
緒
に
、
こ
ん
な
風
に
十
年
間
編
集
を
つ
づ
け
、
そ
の
あ
と
島

田
君
と
峯
岸
君
が
八
年
位
編
集
を
つ
づ
け
た
。
適
々
太
季
洋
職
雫
の
職
局
が

切
迫
し
、
物
賛
不
足
の
折
柄
、
警
覗
廃
で
は
雄
誌
の
統
合
慶
刊
を
計
畳
し
、

『
法
學
研
究
』
も
そ
の
穂
玉
に
あ
が
つ
た
。
當
時
、
原
稿
の
集
り
が
悪
い
た

め
に
、
一
月
に
上
梓
の
は
ず
が
三
月
に
な
つ
て
い
た
。
甑
に
印
刷
工
場
に
原

稿
を
廻
わ
し
た
後
で
あ
つ
た
の
で
、
こ
れ
は
『
法
學
研
究
第
一
輯
』
と
し
て

装行し

た
。

　
終
職
後
こ
の
『
法
學
研
究
』
は
、
從
來
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
で
あ
つ
た
も
の
を
、

月
刊
で
出
す
こ
と
と
な
つ
た
。
こ
れ
は
一
つ
に
法
學
部
の
陣
螢
が
充
實
し
た

こ
と
を
物
語
る
も
の
だ
。
毎
月
皆
様
が
專
門
の
分
野
で
健
筆
を
ふ
る
つ
て
い

ら
れ
る
の
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
こ
の
度
は
私
共
の
た
め
に
立
派
な
『
記
念
論
文
集
』
を
作
つ
て
下
さ
れ
、

望
外
の
光
榮
で
あ
る
。
生
命
長
け
れ
ぱ
恥
多
し
と
い
う
が
、
無
上
の
光
榮
を

與
え
ら
れ
、
盛
大
な
宴
を
張
ら
れ
、
誠
に
有
難
い
幸
せ
で
あ
る
。
」
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さ
な
が
ら
の
慶
び
を
わ
か
つ
た
。
食
事
後
も
懐
懲
談
に
話
が
は
ず
み
、
席
を
起

ち
か
ね
る
人
々
が
自
ら
に
爾
先
生
を
團
ん
で
和
氣
霰
々
、
九
時
を
過
ぎ
て
よ
う

や
く
散
會
し
た
。

　
な
お
、
當
夜
會
場
の
模
檬
は
、
す
べ
て
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
つ
て
録

書
さ
れ
、
後
日
レ
コ
ー
ド
に
お
さ
め
て
爾
先
生
に
贈
呈
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
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次
い
で
司
會
者
の
指
名
を
受
け
て
及
川
教
授
、
小
池
教
授
、
潮
田
塾
長
、
永

澤
理
事
が
交
わ
る
交
わ
る
起
つ
て
弦
學
部
後
學
と
し
て
、
板
倉
．
西
本
爾
名
岩

敢
授
に
封
し
、
想
い
出
話
を
織
り
交
ぜ
て
の
謝
雛
が
あ
つ
た
。
い
ず
れ
も
奪
敬

と
親
愛
感
の
こ
も
つ
た
も
の
で
、
教
授
そ
れ
ぞ
れ
の
風
絡
が
た
く
ま
ず
し
て
現

わ
れ
、
拍
年
を
呼
び
笑
膣
を
湧
か
せ
、
瀦
堂
先
進
、
後
進
の
洌
な
く
一
家
倒
藁


